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兵庫県保険医協会

医療安全管理対策研修会　感想文

　現在、日々の業務において消毒・換気等の様々な予防対策を行う必要があります。今回の

研修会は、クリニックでの感染対策についての知識を深めたいと思い参加させて頂きまし　

た。新型コロナウイルス感染症についてのおさらいは特徴などがわかりやすく、感染症につ

いて再認識できる内容でした。
（次のページに続く）

クリニックでの感染対策

知識深めたい
宝塚市　沢村泌尿器科クリニック　看護師　田平　香

　支部は４月 17 日に伊丹市内で医療安全管理対策研修会を行い、会員、職員ら 31 人が参加

した。済生会兵庫県病院の感染管理認定看護師の小川麻由美氏が「外来における感染予防対

策」をテーマに講演した。参加者の感想文を紹介する。

実際に個人防護具を用いて着脱の演習を行った
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2021年５月吉日 
会員各位 

発熱等診療・検査医療機関に対する補助金が打ち切られます！ 
兵庫県保険医協会理事長 西山裕康  

「発熱患者の外来診療・検査体制確保事業の 
継続実施を求める署名」にご協力を 

  
 兵庫県保険医協会会員の皆様、毎日の診療活動にご多忙のことと存じます。 
 さて、厚労省は昨年度に引き続き発熱等診療・検査医療機関による発熱患者の診療体制を今年度も確保す
るとしています。しかし、昨年度実施されていた発熱患者の外来診療・検査体制確保事業による補助金交付
はこの３月末までで打ち切られてしまいました。理由として、「外来等感染症対策実施加算」の新設をあげ
ていますが、発熱等診療・検査医療機関からは「標榜時間以外に発熱外来を実施しているが、スタッフの人
件費が払えなくなる」などの声が寄せられています。 
 現在、兵庫県や大阪府では新型コロナウイルス変異株による第４波が猛威を奮っています。発熱等診療・
検査医療機関がなくなれば、地域で患者さんを早期に見つけだすことができず、一般の医療機関など身近な
ところでの感染拡大に拍車がかかってしまいます。 
 協会では、この補助金交付を引き続き行うよう、厚労省に求め下記の署名に取り組みます。発熱等診療・
検査医療機関の先生はもちろん、地域の医療提供体制を守るためそれ以外の医療機関の先生もぜひ署名を
お願いします。 
 
内閣総理大臣 殿 
厚生労働大臣 殿 

２０２１年  月  日 
発熱患者の外来診療・検査体制確保事業の継続実施を求める要請署名 

 
地域において新型コロナウイルス感染症の診療・検査体制を維持・拡充するため下記の通り願

いたい。 
記 

 
一、発熱患者の外来診療・検査体制確保事業を令和３年度も継続して実施すること 

以上 

 

 

 

 

 
住   所： 
医療機関名： 
氏   名：       
 
 

ご署名(ゴム印でも結構です)いただき、ご返信をお願い致します。  

私の一言（集められた声を厚生労働省に直接伝えます。ぜひご記入ください） 
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防護具の着脱の注意点を
　　    解説する小川氏

幹事会だより

第 405 回　5 月 6 日 ( 木 ) 宝塚市中央公民館　中止

◆北阪神支部の会員数と組織率
　4/30　現在　医科 357 人（73％）、歯科 210 人（64％）

◆情勢と医療運動対策
　5月幹事会および、5月 15日に予定していた接遇研修会は政府の緊急事態宣言延長

に伴う会場の臨時休館（使用停止）により中止となった。

◆次回幹事会
　6 月 3 日（木）14 時 30 分～　「東リ　いたみホール」にて開催予定
                 　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1817 小川・大野まで

（前のページからのつづき）

　また感染対策としての「手指衛生」は、私たち看護師だ

けでなく事務の方にもタイミングや方法を効果的に実施さ

れているのか再確認が必要だと感じました。

　さらに、防護具の着脱では手袋を扱う時の注意点はとて

も参考になりました。当クリニックでは研修会のお話の中

にもあったように、「手袋を着用しない方が手指消毒を意

識する」と考え、受付時にトレイで診察券等を受け取り、

手袋は使用していません。しかし、急な清掃・消毒等で手

袋を着用する場合が多々あります。手袋を外す際に手指や

周囲を汚染しないためにも手技の徹底の必要性を感じま

した。

　防護服の着脱演習は大変興味深く、楽しく学ばせていただきました。実際に着用し、汚染

予防に繋がるヒモの結び方やテープ使用による調整の理由を納得することができました。ま

た脱衣時の手の動かし方や防護服のまとめ方は一回では行うことが難しく、体験することで

細かい注意点を学ぶことができました。

　「パソコンのキーボードの消毒は行っていますか？」の言葉はクリニック内の消毒をもう

一度確認しようとの思いに繋がりました。

　今回の研修で学んだことを、クリニック内で共有して「１行為１消毒」を実践し、適切な

消毒・換気など、感染対策に活かしていきたいと考えています。

TEL 078-393-1817 ／ FAX 078-393-1802　e-mail　akane@doc-net.or.jp　担当：大野まで

　兵庫県保険医協会のホームページ　　　　　　　　　　　　　http://www.hhk.jp/
　＊新型コロナウイルス関連情報として、助成金、融資、診療報酬の特例など、

　　掲載しております。

　＊生涯研修に役立つ各種研究会のご案内、生活を支える共済制度のご紹介、日々

　　の協会活動報告を掲載しております。ぜひご覧ください！

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

☆北阪神支部ニュースへの投稿を募集しています

健康情報テレホンサービス
通話料無料　（0120）979-451

★ 24 時間いつでも３分間程度の開業医の手作りの健康・医療情報を放送

　しています。

★インターネットでもご覧いただけます ｡ 過去の放送分もキーワード検索

　できます。URL は、http://www.hhk.jp/　左下のバナー「健康情報テ

　レホンサービス」をクリック。

【6 月のテーマ】 　

月曜日　子宮頸がんとワクチンについて

火曜日　新型コロナと歯科検診

水曜日　皮膚の扁平苔癬

木曜日　建物解体によるアスベスト

金土日　新型コロナウイルスワクチン

【７月のテーマ】 　

月曜日　おねしょと子どもの自立

火曜日　介護を充実させ個人にあった

　　　　サービスを

水曜日　Ｂ型肝炎のはなし

木曜日　水泳と耳鼻科の病気

金土日　乳房外パジェット病とは

Web site でも

ご覧いただけます

★ 7 月 22 日～ 25 日（祝・土日）は水のテーマを放送します。

★患者さんに配布していただける放送テーマのミニチラシ（A6 サイズ）を作成しています。

　送付ご希望の医療機関は事務局☎ 078-393-1840 まで。

参加者の声
・目からウロコの事ばかり。過去に自分なりにしてきた消毒・ガウンの着脱の仕方な

ど大変勉強になりました。

・今まで自分たちの行っていた予防対策がいかに出来ていなかったか改めて反省させ

られました。特に防護具の着脱を職場でも指導し、安全に着脱できるよう取り組んで

いきたいと思いました。

・改めて気をつけなければいけない点が具体的に分かり、職員へ伝えやすくなった。

自分自身が再度見直すきっかけになりました。

・職場での事務職員の方との意識と実行の共有の大切さを感じました。


